国際連携2019-3-02

2019年度第2回国際連携タスクフォース 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2019年10月1日（火）14:00～17:00
２．開催場所　：　機械振興会館　6階　6-62会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　菊川　正博
一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　祁答院包則
一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
幹事会員    遠城　秀和  NTTデータシステム技術株式会社
幹事会員　　桝井　大貴  株式会社JSOL
幹事会員　　梶原　俊博　日本情報通信株式会社

幹事会員　　古城　篤　　株式会社ウフル
正　会員　　谷川　伸司  キヤノンITソリューションズ株式会社
正　会員　　坂頂　佑樹　株式会社スマイルワークス
賛助会員    川内　晟宏  特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員　　鈴木　耀夫　NPO法人観光情報流通機構
事 務 局　　菅又　久直　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  
出席者11名
４．議事概要　
2019年度第2回国際連携タスクフォースは、以下の議事を実施した。（資料：国際連携2019-2-01第2回国際連携タスクフォース議事次第）
　委員長堀内一氏が欠席のため、事務局菅又久直が議事進行を行った。
　

４－１．第1回国際連携タスクフォース議事録確認
　事務局より、第1回国際連携タスクフォース議事録（案）が説明され、特段の意見なく了承された。（資料：国際連携2019-2-02 第1回国際連携タスクフォース議事録案）
　なお、前回議事録にある活動スケジュールの内、次の2点の変更があることが説明された。
· AFACT総会：開催日11月18日～21日に変更。
· 国連ESCAP APTFF：JASTPROより渡辺氏が参加。
４－２．第34回国連CEFACTフォーラム審議事項
（1） 国連CEFACTフォーラムプログラム
事務局より、10月28日～11月1日にロンドンにて開催される第34回国連CEFACTフォーラムのテーマ及びスケジュールにつき、（資料：国際連携2019-2-03 第34回国連CEFACTフォーラムプログラム）に基づき紹介された。
（2） CCL19Bライブラリメインテナンス
事務局より（資料：国際連携2019-2-04 CCL19Bライブラリメインテナンス）に従い、2019年B版に反映予定のサブミッションの説明が行われた。サブミッション41件の内、17件は日本から提案（内、6件は中小企業共通EDI対応）である。
（3） XMLメッセージ構築ガイドプロジェクト
事務局より、（資料：国際連携2019-2-05(1) Message Construction Guidelines for CCBDA (Tabele of Contents 及び 資料：国際連携2019-2-05(2) XMLメッセージ構築ガイドラインプロジェクト Issue List）に従い説明が行われた。
【質疑】
· Message Construction Approachにつき、Reference Data Model Approach (RDM方式)とDocument Centric Approach（UN Standard message方式）があり、SIPSが進める業界横断EDIはCCBDAに基づくDocument Centric方式である。
· RDM方式は、モジュール化ベースのメッセージ構築であり、ソフト開発者にとっては扱いやすい。半面、メッセージは大きくなりがちで、送受信者間での取り決めが緻密でないと間違えを起こしやすいので注意が必要である。

（4） IoT白書プロジェクト
古城委員より、（資料：国際連携2019-2-06(1) プレスリリース及び 資料：国際連携2019-2-06(2) 貿易に関するデータ流通に関連する技術）を参考に、IoT白書プロジェクトの状況につき説明が行われた。
【質疑】
· 関連技術の調査は、国連CEFACTより白書として発行されることにより、デファクト化されることも期待している。
· 個々の必要技術の分析は重要であるが、ユースケースとして関係してくるシステム連携についての検討も重要である。
· ユースケースについては、次のチームでそれぞれ検討が進められている。
· サプライチェーン
· 運輸
· 医療
· 農業
· 電子政府
（5） 旅行観光ドメイン
鈴木委員より、（資料：2019-2-07 国連CEFACTでの旅行観光部会の活動）に基づき、Business Standards for Sustainable TourismプロジェクトとExperience Program Technical Aetefactsプロジェクトの紹介が行われた。

【質疑】

· Sustainable Tourismとは、観光の普及拡大による環境や文化への影響を考慮した観光ビジネスの在り方を検討するものである。

· Fair Tradeの考え方に通じるものがある。国連CEFACTでも繊維分野でSDGsを考慮したFair Tradeへの取り組みも検討されているようだ。

（6） 貿易取引PDA
祁答院委員より、（参考資料：JASTPRO広報誌 487）を参考に、UN/LOCODEの状況につき紹介が行われた。
【質疑】
· LOCODEはもともと通関場所を特定化するためのIDだったはずであるが、欧州では配送先を特定するために使うために、より詳細な地点の識別をする要望がある。
· 詳細な地点を識別するためにLOCODEの桁数を増やすリクワイアメントがあるが、まずは枝番（Child Code）の仕組みを導入することになった。
· Child Codeの附番は各国で行い、国連CEFACTではその登録管理を行う。
４－３．技術動向
　事務局より、次の3点につき状況紹介が行われた。
· 東南アジアにおける貿易取引（資料：国際連携2019-2-08）
東南アジアにおける貿易取引協定の枠組み、ASEANシングルウィンドウ、PAAのBlockchain利用POC、タイにおける漁獲管理の電子化について紹介が行われた。

· 水道IoT/CPS（資料：国際連携2019-2-09）
過去3年間実施されてきた、経済産業省・厚生労働省の実証事業（IoT活用による水道施設のCPS (Cyber/Physical System)化の成果を受け、2020年度から株式会社JECCによる水道標準プラットフォーム・サービス事業が開始される予定。
· スマート物流（資料：国際連携2019-2-10）
SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）の一つとして、スマート物流サービスの研究開発の公募が行われている（管理法人：国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所）。研究開発対象は次の2項目。
· 物流・商流データ基盤に関する技術
· 省力化・自動化に資する自動データ収集技術

４－４．次回の日程について
　次回の国際連携タスクフォースは以下の通り。

会議名 ：第3回国際連携タスクフォース

日時 　：2019年12月3日（火）14時―17時
＊次回までに、1月末に予定されているラウンドテーブルでの検討テーマを募集します。
以 上
　
配布資料：
国際連携2019-2-01　第2回国際連携タスクフォース議事次第
国際連携2019-2-02　第1回国際連携タスクフォース議事録（案）

国際連携2019-2-03　第34回国連CEFACTフォーラムプログラム

国際連携2019-2-04　CCL19Bライブラリメインテナンス
国際連携2019-2-05　 XMLメッセージ構築ガイドプロジェクト

国際連携2019-2-06　IoT白書プロジェクト

国際連携2019-2-07  旅行観光ドメイン
国際連携2019-2-08　アジアにおける貿易取引を垣間見る
国際連携2019-2-09　水道IoT/CPS
国際連携2019-2-10　スマート物流（公募要領）
    （参考資料）JASTPRO広報誌　487号
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